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会長挨拶

　昨年２期目の地区歯科医師会長を拝命いたしました。県歯並びに地区歯科医師会ご関係各位には引き

続きご指導とご鞭撻のほど，よろしくお願いいたします。

　さて，少子高齢化が加速する中で社会保障費の増大と人口減による歳入不足，さらには温暖化による

とされる気候の激変，近隣諸国での例の色々，何か明るい文章を寄稿したいのですが，どうも暗い話題

しか見つかりません。「避けては通れない課題ではあるが，どれもこれだという妙案や解決策も見出せ

ない」と逃避行してもいけませんね。明るい話題にまいりましょう。都窪健康フェアも15年目，昨年は

過去最多の来場者となり，午前中にスタンプラリーの台紙がなくなるほどの盛況でした。毎度書いてい

ますが，やはり「継続は力なり」なのでしょう。定着した地域イベントとなり，リピーターの方も多い

と拝察。もちろん関係諸団体と行政の協力はもとより，フェア担当の先生方のご尽力の賜物であること

は重々承知。この場をお借りし重ねて関係各位に感謝申し上げます。

　“フェアの来場者数増加イコール健康啓発活動がうまくいっている” と拝察いたしますし，同時に地

域に貢献できているということでしょう。地区歯科医師会が，地域に密着した公益性のある社団である

ならば，公益活動の一環として継続します。さらには国の施策「地域包括・ケア会議」などを充実させ

るためには，今後ますますの医師会や他団体・他行政含めた連携が求められますし，町内会レベルでの

情報共有化も必要でしょう。個人情報保護なり，社会保障費抑制下での実施であり課題は山積であると

思われますが，地区は地区，県歯は県レベル，日歯は国レベルで出来る事を出来る範囲でと存じます。

「特に日歯には出来ない事はせず，公益社団であることを再認識してほしいです」と書きましても，今

後は受け持ち担当を超えた連携も視野に入れ，県歯・地区歯科医師会の皆様には一層の連携を賜ります

ようにお願いいたします。

　出来ることを出来る範囲で最善に

　　　　　  一般社団法人 都窪歯科医師会

　　　　　　　　 　   会　長　藤　澤　伸　彦
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　SMAPの分裂騒動も一段落ついたようですが，人

の集まり，人の集合体は常に様々な問題を内包して

います。組織人として組織の中で生きていく為に

は，必然として避けては通れない危うい人間関係の

象徴のように感じています。「覆水盆に返らず」と

云いますが，一旦，公になってしまうと微妙な人間

関係の修復は極めて厳しいのではないでしょうか？

平成27年度 第21回
平成27年12月３日㈭

18：30～19：42

１．会長挨拶

　お手元に日本歯科医師会会長予備選挙選挙人名

簿があります。思いを伝えることができる人がい

ればご報告ください。

２．報　　告

　　　各部委員会　　３件

 本会関連の研修会・会議等　11件

 連　盟　　　　３件　

　　　学　院　　　　２件

　　　事務局　　　　２件

　　　その他　　　　２件

３．行事予定

　　　本会行事　　　58件

 連盟行事　県歯９件　日歯４件

 学院行事　　　12件

 国保組合　　　３件

４．協　　議
〔各種依頼事項〕

　⑴　堀　憲郎後援会「蒼龍の会」より時局問題　

 説明会の開催検討依頼について

　⑵　平成27年度第２回中規模県歯科医師会連合会

の開催と出席者・協議題の提出依頼について

 酒井会長，大嶋専務　出席

 日　時　平成28年２月25日㈭　16：00

 場　所　アルカディア市ヶ谷

　⑶　中国四国厚生局岡山事務所より「酸素の購入

価格に関する届出」についての会員周知協力

（可能であれば）依頼について

 社保検討委員会にて伝達
　〔検討事項〕

　⑴　本会入会申込みについて（12月１日入会）

 承認

 正会員　尾
お

山
やま

　正
まさ

高
たか

（倉敷歯科医師会）

会　長　酒井　昭則
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５．閉　会　（南理事）

理事会

今日の視点（横見由貴夫）

　本年度も11月末日までに先生方に13件の検死をしていただきました。診療の合間のお忙しい時間にご尽

力いただき，心より感謝申し上げます。その内の７件は，初めて検死に臨まれた先生によるものです。診

療室のような明るい照明もない環境で，多くは歯科知識の乏しい警察官にチャートへの記入を依頼するこ

とになります。やはり必然的に先生の手によるチャートの書き直しが必要となり，またその他必要に応じ

て生前記録の作成，死後と生前のチャート照合等の作業が行われます。他県では，チャートへの記載にゴ

ム印を使用しているところもあります。何枚もの書類の作成は多くの時間を必要とするため，先生方の負

担軽減を考慮し，警察歯科医会では使用頻度の高い用語のゴム印作製を検討しています。

平成27年度 第22回
平成27年12月10日㈭

18：30～19：38

１．会長挨拶

　お手元に日歯会長予備選挙に関する資料があり

ますのでお目通しください。前回と同じような様

相にならないかと危惧しています。

　岡歯会報新年号の年頭所感に「矛盾」について

書きました。以前，テレビ番組で野坂昭如氏が熱

弁を振るっていた時の印象に残った一節がふと頭

に浮かんで書いたのですが，野坂氏の訃報を知

り，原節子さんの時と同様に不思議なものを感じ

ています。

２．報　　告

　　　各部委員会　　３件

 本会関連の研修会・会議等　13件

　　　連　盟　　　　３件　

　　　学　院　　　　２件

 国保組合　　　１件　　　　

　　　事務局　　　　１件

　　　その他　　　　２件

３．行事予定

　　　本会行事　　　48件

 連盟行事　県歯８件　　日歯　２件

 学院行事　　　10件

 国保組合　　　２件

４．協　　議
〔各種依頼事項〕

　⑴　平成27年度第１回岡山県医療費適正化推進協

議会の開催と出席依頼について

 田頭理事　出席

 日　時　12月22日㈫　18：00

 場　所　おかやま西川原プラザ

　⑵　岡山県歯科保健対策協議会の開催と出席依頼

について

 黒住副会長，横見理事　出席

 日　時　平成28年２月10日㈬　14：00

 場　所　ピュアリティまきび　　

　⑶　日本体育協会公認スポーツデンティスト協議

会への加入依頼について

 加入
　〔検討事項〕

　⑴　公益財団法人岡山県体育協会新年懇談会の開

催と出席案内について

 理事会開催日の為，欠席

５．閉　会　（黒木理事）
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今日の視点（南　哲之介）

　歯科界にとって激動の一年が終わろうとしている。組織に対する無関心は，いつか自身の不利益につな

がることを改めて思い知らされた一年であり，大いに反省を求められた一年でもあった。自身が構成員で

ある組織に対し，最低限の義務だけ果たしメリットのみを求めるのでなく，時にデメリットを甘受し，次

に繋げる努力が今求められている。

　現在，その総括であるかのように日歯会長予備選挙が行われている。怪文書が飛ぶ旧態依然とした手法

に目を覆いたくなるが，全国選挙人の良識ある判断に期待したい。

平成27年度 第23回
平成27年12月17日㈭

18：30～20：02

１．会長挨拶
　全県下にわたる地区歯科医師会社保講習会お疲

れ様でした。きっと実を結ぶものと期待しており

ます。

２．報　　告

　　　各部委員会　　６件

 本会関連の研修会・会議等　７件

 連　盟　　　　３件　

　　　学　院　　　　１件

 国保組合　　　１件

 事務局　　　　２件

　　　その他　　　　３件

３．行事予定

　　　本会行事　　　40件

 連盟行事　県歯５件　日歯２件

　　　学院行事　　　９件

　　　国保組合　　　１件

４．協　　議
〔各種依頼事項〕

　⑴　平成28年岡山ヤクルトＹＬ・ＹＢ新年総会開

催に伴う祝電依頼について

 メッセージ対応

　⑵　指定（地方）公共機関（医療機関・医療関係

団体）会議の開催と出席依頼について

 事務局対応

 日　時　平成28年１月21日㈭　14：00

 場　所　岡山衛生会館

　⑶　平成27年度第２回岡山県へき地医療支援会議

の開催と出席依頼について

 藤井副会長　出席

 日　時　平成28年２月４日㈭　14：00

 場　所　岡山済生会総合病院

　⑷　岡山県通所介護事業所協議会より『平成27年

度大規模研修会』の開催と後援依頼について

　⑸　平成28年度岡山大学歯学部臨床教授等の推薦

依頼について

 田頭理事

５．閉　会　（田頭理事）

今日の視点（東原慶和）
　１週間後には日歯新会長が決まります。毎年，新年号には日歯会長の年頭所感を掲載しているので，山

科会長から原稿が届いていますが，新会長選出の場合には原稿が間に合いません。従って新会長選出の場

合，広報部は岡歯会報2016年１月号の日歯会長年頭所感を掲載しない方向で考えています。今日の理事会

でその旨を報告し，承認していただきましたが，日歯広報は選挙の結果に関係なく，山科会長の挨拶を掲

載するようです。「それで良いのだろうか？」という複雑な思いで理事会を終えました。
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平成27年度 第24回
平成27年12月24日㈭

18：30～19：43

１．会長挨拶

　お手元にありますように，日歯会長予備選挙にて

堀　憲郎先生が当選されました。少しは自浄作用

が働いている結果と安心しました。堀先生には，

これから新しい日歯を創造していただけると思いま

すので，今後も支援していきたいと思っています。

　理事の先生方，事務局の皆さんには，この一

年たいへんお世話になりました。有難うございま

す。来年もよろしくお願い致します。

２．報　　告

　　　各部委員会　　５件

 本会関連の研修会・会議等　５件

 連　盟　　　　３件　

 事務局　　　　１件

　　　その他　　　　４件

３．行事予定

　　　本会行事　　　57件

 連盟行事　県歯10件　日歯１件

　　　学院行事　　　14件

　　　国保組合　　　１件

４．協　　議
〔各種依頼事項〕

　⑴　平成27年度第２回岡山県後期高齢者医療広域

連合懇話会の開催と出席依頼について

 横見理事　出席

 日　時　平成28年１月22日㈮　13：30

 場　所　岡山県市町村振興センター　

　⑵　日本歯科医師会より入会促進対策に係る調査

の実施と協力依頼について

 大嶋専務理事　対応

　⑶　日本歯科医師会より「糖尿病医科歯科医療連

携事業実態調査」の実施と協力依頼について

 公衆衛生部対応

　⑷　保団連第47回定期大会に対する祝電・メッセ

ージ依頼について
　〔検討事項〕

　⑴　「岡山プライマリ・ケア学会，岡山県医師会

プライマリ・ケア部会合同研修会」の開催と

参加案内について

 日　時　平成28年１月23日㈯　14：00

 場　所　岡山衛生会館

　⑵　本会会館使用申込みについて

 承認

 日　時　平成28年４月９日㈯

 　　　　16：30 ～ 21：30

 場　所　５階　大ホール

 目　的　学術発表会

 主　催　ＣＬＵＢ.Ｓ

５．閉　会　（清水理事）

　今日の視点（西岡宏樹）

　地区歯科医師会社保講習会も特に大きな混乱もなく無事終了しました。検討委員をはじめ地区歯科医師

会の先生方には大変お世話になりました。この場をお借りして厚く御礼申し上げます。新メンバーでの検

討委員会が始まって７ヶ月が経過しました。来年は診療報酬改定の年になります。改定率は周知の通りで

すが，改定率がプラスであってもマイナスであっても，総じてプラスにもっていくのが社保の使命であり

責務であると心しております。指導を意識しないで診療できる環境を整えることも然りです。検討委員各

位には会務に当たり，ここまでの助走をこれから大きな跳躍に切り替えていただく年になりますが，会員

の負託に応えるべく，志を新たに一丸となって前進したいと思っておりますので，さらなるご協力を賜り

ますようよろしくお願いいたします。会員の先生方，今年１年ありがとうございました。
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平成27年
12月16日  ㈬ ▶所得が残存歯数に影響
     厚労省の国民健康・栄養調査

	 	21日 ㈪ ▶28年度診療報酬改定 本体で0.49％引き上げ
     歯科は0.61％，医科は0.56％の引き上げ
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	 	24日 ㈭ ▶日歯会長予備選挙 堀憲郎氏が当選
     半数超える372票を獲得

	 	25日 ㈮ ▶美容医療をクーリング・オフ対象に
     内閣府消費者委員会が最終報告書

平成28年
１日７日  ㈭ ▶歯科医師数 10万3972人，2年で1.4％増
     26年12月末 人口10万対では81.8人に

	 	８日 ㈮ ▶日歯連盟が会計見直し

	 	13日 ㈬ ▶私立の歯学部 減少率がトップ
     初年度納付金が前年度比1.3％の減

マンスリー・デンタル・ニュース・レビュー

︿
略
﹀
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１．報　　告

　⑴　11月　新入会員　なし　

　⑵　支払基金幹事会　11月９日㈪　14：00　酒井 会長

　　　　・平成27年８月診療分

　　　　　　前年同月対比　　支払額　103.5％　　件数　102.6％

　　　　　　前 月 対 比　　支払額　 96.4％　　件数　 99.4％

　　　　・本人　レセプト１件当たりの平均点数

　　　　　　平成27年７月診療　　岡山県　1,317.3点　　全国平均　1,288.5点

　　　　　　平成26年７月診療　　岡山県　1,316.3点　　全国平均　1,294.7点

　　　　　　前 年 同 月 対 比　　岡山県　 100.1％　　全国平均　 99.5％

　　　　・家族　レセプト１件当たりの平均点数

　　　　　　平成27年７月診療　　岡山県　1,048.7点　　全国平均　1,082.3点

　　　　　　平成26年７月診療　　岡山県　1,067.7点　　全国平均　1,086.8点

　　　　　　前 年 同 月 対 比　　岡山県　 98.2％　　全国平均　 99.6％

　⑶　個別指導　11月12日㈭　14：00　薬業会館　１医療機関（会員）

　　　　　　　　12月10日㈭　14：00　薬業会館　３医療機関（会員）

　⑷　2015年11月　地区歯科医師会社保講習会　11月10日㈫～ 12月10日㈭

　⑸　同窓会社保講習会

　　　　・岡山大学歯学部同窓会岡山県支部「社保Ｑ＆Ａセミナー」

　　　　　　　　11月12日㈭　20：00　第３会議室　畑上 検討委員

　　　　・大阪歯科大学岡山県同窓会

　　　　　　　　12月５日㈯　15：00　ホテルグランヴィア岡山　久門田 検討委員

　⑹　中国地方社会保険医療協議会 岡山部会

　　　　　　　　11月24日㈫　13：30　西岡 常務理事　新規指定医療機関　１医療機関

　⑺　中国四国厚生局岡山事務所と面会

　　　　・11月26日㈭　17：00　第１会議室　　西岡 常務理事

　　　　・12月３日㈭　14：00　第２合同庁舎　西岡 常務理事

　⑻　社会保険部小委員会

　　　　・11月27日㈮　20：00　西岡 常務理事，田頭 理事，石戸 理事

　　　　・12月11日㈮　20：00　西岡 常務理事，田頭 理事，石戸 理事，後藤 委員長

　　	第６回　社会保険部検討委員会報告
平成27年12月12日㈯ 　16：00 ～ 19：00
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　⑼　国保審査委員会報告（レセプト１件当たりの平均点数）

　　　　　平成27年７月診療　　国保　1,350.4点　　後期高齢者　1,544.2点

　　　　　平成26年７月診療　　国保　1,361.1点　　後期高齢者　1,556.4点

　　　　　前 年 同 月 対 比　　国保　 99.2％　　後期高齢者　 99.2％

　⑽　社保相談窓口報告

　⑾　そ　の　他

２．行事予定

　⑴　岡山県医療費適正化推進協議会　12月22日㈫　18：00　おかやま西川原プラザ　田頭 理事

　⑵　審査・検討小委員会　１月９日㈯　15：00　第１会議室

　　　　　　　　　　　　　２月６日㈯　15：00　第１会議室

　⑶　第７回　検討委員会　１月９日㈯　16：00　第３会議室

　　　第８回　検討委員会　２月６日㈯　16：00　第３会議室

　⑷　社保講習会

　　　　・笠岡市歯科医師会　１月17日㈰　17：00　西岡 常務理事，田頭 理事，石戸 理事

３．協     議

　⑴　「検討委員会からのお知らせ」について

　⑵　「そこが知りたいＱ＆Ａ」について

　⑶　「2015年11月 地区歯科医師会社保講習会」Ｑ＆Ａについて

　⑷　新入会員社保研修会について

　⑸　そ　の　他

社会保険部

　今回，２度目の社保検討委員に任命されました。前回は10年以上前ですが，今回と比べるとＩＴの流れ

が保険に入っているのが違いの一つだと感じられます。レセプト電子請求の義務化もその流れだと思いま

す。ＩＴというインフラが入ってきたことにより，今までは分からなかったことが分かるようになり，ま

すます正確なカルテとレセプトを作る必要性が増したように思われます。会員に対し，微力ながらお手伝

いができればと思います。

（小田歯科医師会　検討委員　坂本昌彦）

～検討委員の独り言～
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平成27年度秋季歯科医学大会　後記
　平成27年12月６日に，東京医科歯科大学高齢者歯科学分野准教授の大渡凡人先生をお招きし，「知ら
なかったではすまされない有病者の歯科治療」と題して御講演いただきました。講師は歯科麻酔が御専
門ですが，現在は東京医科歯科大学歯学部付属病院のスペシャルケア外来で，全身管理下での歯科治療
を担当しておられます。
　全身的偶発症とリスクマネジメントについて多数の症例をまじえて分かりやすく解説して下さいまし
た。２時間半の講演でしたが，非常に内容が充実していました。

＜講演要旨＞
Ａ．有病者の背景と注意が必要な全身疾患

　歯科を受診する有病高齢者は，毎年増えている。しかも，ハイリスクの患者が増えていることに
注意が必要。

Ｂ．リスクマネジメントの考え方　―まずは全身状態の把握から― 

例えば，高血圧を放置しておくと，大動脈瘤破裂やクモ膜下出血の原因になる。そこで，医療面接
とバイタルサイン測定が重要になる。

Ｃ．有病者の歯科治療における対応
　　⑴　高血圧

加齢によって収縮期血圧が上昇し，血圧変動が大きくなる。血圧コントロールが不十分な高齢
者を見逃さないことが大切。
術中に血圧が上昇したら　・水平位にする
　　　　　　　　　　　　・疼痛対策をする
　　　　　　　　　　　　・深呼吸をしてもらう
　　　　　　　　　　　　・尿意を確かめる

　　⑵　狭心症・心筋梗塞
心臓発作を起こしたら死亡に至る場合がある。患者が狭心痛を訴えたら，酸素吸入を行い，ニ
トログリセリンを投与する。
心臓発作の予防　・血圧・脈拍のモニタリング
　　　　　　　　・疲労感，血圧・心拍数の異常な上昇があれば，処置を中止する。
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　　⑶　不整脈
　　　　歯科治療中に不整脈が発生したら
　　　　・頻脈（＞ 120拍／分）や除脈（＜ 40拍／分），めまい，呼吸困難が現れたら不整脈を疑う。
　　　　・治療を中止して水平位にする。
　　　　・循環器専門医に連絡する。
　　　　・心停止が認められたら，AEDを手配し，一次救命救急を行う。
　　⑷　大動脈疾患
　　　　腹部大動脈瘤を破裂させないためには，歯科治療中に血圧を上昇させない。
　　⑸　糖尿病
　　　　高血糖によって，白血球やＢリンパ球の機能が低下して，免疫力が落ちる。
　　　　検査データ　　空腹時血糖：＜ 110mg ／ dlが正常
　　　　　　　　　　　ヘモグロビンA1c：4.0 ～ 6.8％が正常
　　　　糖尿病のリスクマネジメント
　　　　・低血糖に注意する。
　　　　・歯科の診療時間は，経口血糖降下剤と食事の時間関係を考えて決定する。
　　　　・当日の食事摂取を確認する。
　　⑹　慢性腎疾患（CKD）
　　　　CKDで注意すべきこと
　　　　・鎮痛剤は，アセトアミノフェン（カロナール）を使う。
　　　　・抗菌薬は，マクロライド系を使う。
　　　　・血圧測定のカフは，透析用のブラッドアクセスの無い方に巻く。
　　　　・歯科治療は透析の翌日にする。

D．有病者の薬剤
　　⑴　経口抗凝固薬

・ワルファリン服用患者はINR（International Normalized Ratio）に注意して，服用を持続し
て抜歯などを行う。

　　　　・NOACs服用患者の抜歯も，服用を持続して行うことが望ましい。
　　⑵　ビスホスホネート製剤
　　　　・デノスマブも顎骨壊死を引き起こす。
　　　　　「ランマーク皮下注」「プラリア皮下注」を使用している場合は抜歯しない方がよい。
　　⑶　有病者における安全な鎮痛剤の使い方
　　　　・プロドラッグであるロキソプロフェン（ロキソニン）でも，胃潰瘍の発生率が高い。
           　 安全性の高さから，鎮痛剤の第１選択は，アセトアミノフェンである。
　　⑷　有病者における安全な局所麻酔薬の使い方

・「歯科用キシロカイン」に含有されている血管収縮薬（アドレナリン）は，血圧を有意に上
昇させない。

地区歯科医師会だより
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E．救急薬剤の使い方
　　⑴　心停止　意識・呼吸・脈拍がない。
　　　　　　　BLSが必要である。
　　⑵　蘇生のための血管収縮薬：アドレナリン
　　　　　　　心室細動以外の心停止後，できるだけ速やかに「アドレナリン」を投与する。
　　⑶　脳貧血発作　意識が消失し，脈は触れない。
　　　　　　　心停止と紛らわしい。
　　　　　　　水平位にして，下肢を拳上させる。
　　⑷　一過性意識障害・失神の予防
　　　　　　　高齢者の坐位での歯科治療は短時間にする。
　　　　　　　水平性から坐位へ体位変換した場合は，患者の意識レベル・血圧の変化に注意する。
　　⑸　アナフィラキシーショック
　　　　　　　原因となる薬剤には，抗菌薬（特にケフラール）が多い。
　　　　　　　診療室では，生食輸液と酸素吸入までを行う。
　　⑹　狭心症
　　　　　　　胸部圧迫感・血圧低下を生じる。
　　　　　　　安静にして，酸素吸入を行う。
　　　　　　　ニトログリセリン舌下錠を投与する。
　　⑺　脳卒中
　　　　　　　激しい頭痛・吐気・片麻痺を生じる。
　　　　　　　まず119番通報する。
　　　　　　　安静にして，酸素吸入を行う。

救命の連鎖
 

F．まとめ
　　・有病高齢者の歯科受診は，年々増えている。
　　・有病者の歯科治療を安全に行う上で，もっとも重要で有効な手段は，「予防」である。

・重篤な全身的偶発症が発生した場合は，何が起きたかを見極め，119番コールとAED，これらを
含むBLSを適切に行い，ACLSが可能な専門の医療機関にできるだけ早く搬送する。

（学術部研修委員　神尾隆行）

地区歯科医師会だより

予防 早期認識と通報 一次救命処置 二次救命処置と
心拍再開後の集中治療
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スタッフレベルアップ研修会

　日　時 　平成28年４月３日㈰　午前10時～ 12時

　場　所　 岡山県歯科医師会館　５階大ホール

　演　題 　「マイナス１歳」からはじめるむし歯予防

 　　　　　　―キシリトールの活用による口腔健康へのアプローチ―

　講　師　 静岡県立大学 短期大学部 歯科衛生学科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 教授　仲井　雪絵 先生

　対　象　 会員・スタッフ

平成28年度スタッフレベルアップ研修会を下記の通り開催致します。

会員・スタッフお誘い合せの上，ご参加下さい。

日曜・祝日の開館予定日
お知らせ

○ 開館予定　× 閉館予定

※行事等の都合により変更となる場合もあります。　※ 詳細については事務局にお問合せ下さい。

	 6日㈰	 13日㈰	 20日㈰	 21日（月・祝）	 27日㈰
	 ×	 ○	 ×	 ×	 ○
	 	 9：30 ～13：00	 	 	 9：30 ～13：00	

３月

２月
	 7日㈰	 11日（木・祝）	 14日㈰	 21日㈰	 28日㈰	
	 ×	 ×	 ×	 ×	 ○
	 	 	 	 	 13：00 ～17：30
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　津山歯科医師会

　平成28年１月７日，新年互礼会が津山鶴

山ホテルにて開催されました。

　本年も岡山県歯科医師会，岡山県歯科医

師連盟より県歯酒井会長，連盟西田会長を

始め多数の先生方に来賓としてご参列いた

だきました。

　村上会長の「津山歯科医師会は一致団結

して進んで行こう」との力強い開会挨拶で

始まり，県歯酒井会長からは「県歯会員に認められる執行部でありたい」との温かいご祝辞をいただき

ました。

　また宮地津山市長のご祝辞のあと，伊原木岡山県知事からはビデオでのご祝辞をいただきました。

　和やかな歓談の合間には，恒例となりつつある新年にふさわしい餅つきがあり，今年も来賓で来られ

た県歯の先生にご参加いただき，腕を振るっていただきました。

　また津山城鉄砲隊のアトラクションでは能勢哲彰先生と豊福恒弘先生が古式に則り火縄銃での力強い

度肝を抜く爆音を会場にとどろかせて下さいました。

　津山歯科医師会新年互礼会恒例の年男，年女のお祝いもあり，最年長年男の石田 韋先生が年男の抱

負を述べられ，申年に相応しい災いが全て去
・ ・

るお祝いとなりました。

　暖かい年始ではございましたが来賓の先生方には遠方より多数参加いただき，華やかな新年互礼会と

なりましたことを感謝いたします。

　有難うございました。 （モニター　藤田元英）

平成28年新年互礼会
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　玉島歯科医師会

　平成27年11月15日㈰玉島歯科医師会館にて，ブ

ランチプロジェクト「第９回たましま歯と口の健

康フェア」が開催されました。

　毎年，玉島の物産展に合わせて開催しているの

ですが，今年は物産展が開催されない可能性があ

ったため，健康フェアの開催自体が危ぶまれまし

た。しかし，物産展も開催され，当日は暖かく行

楽日和だったので，短時間の開催にもかかわら

ず，多数の来場者に恵まれました。

　例年同様の虫歯検診・歯周病検診・口腔癌検診に加え，家族の絆プロジェクトも実施し，有意義な健

康フェアとなりました。

　毎年行っている人形の石膏模型作製も子供たちに大人気で，出来上がりも年々きれいになっていって

いるようです。

　来年も今年以上の来場者を集め，地域の方々の公衆衛生の意識の向上と，家族の絆プロジェクトの周

知を目指し，継続的に開催できるよう頑張っていこうと思います。

（モニター　柴田豊文）

「たましま歯と口の健康フェア」

地区歯科医師会だより
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　玉野市歯科医師会

　平成27年11月29日㈰，玉野市のすこやかセンターに於いて，玉野市健康増進課主催の「第９回元気が

一番！まつり」が開催されました。玉野市歯科医師会は，岡山県歯科医師会との共催事業「ブランチプ

ロジェクト」としてこの祭りに参加し，ブースを設けました。他にも健康に関する様々な団体のブース

が軒を連ね，10時に地元園児の鼓笛隊演奏で華やかに幕を開けました。

　当日は天候も良く，午前中から地域の方がたくさん来場され，玉野市歯科医師会のブースにも人だか

りができました。当ブースでは，歯の健診，矯正相談，フッ素塗布，お口の機能測定，歯科用品展示，

家族の絆プロジェクト，岡山大学病院の口腔外科医による口腔癌検診など多様なコーナーにて啓発活動

を行いました。また，部屋の一角には，事前に玉野市内の小学生から募集していた歯科保健図画ポスタ

ーを展示しました。12時30分からは，同センター内やまももホールにおいて，歯科保健図画ポスター優

秀者と8020達成者への表彰式を行いました。

　15時30分の終了時刻まで人足が絶えることなく大忙しでしたが，今回の活動によって「岡山県下の

隅 （々枝）にまで，それぞれの地域に根付いた歯科保健事業を，市町村行政との連携を密にして展開する」

という「ブランチプロジェクト」の理念の一端を担うことができたのではないかと思います。

（モニター　中村明博）

平成27年度ブランチプロジェクト報告
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　吉備歯科医師会

　平成28年１月９日㈯ 午後７時より総社市内の前田料理店にて吉備歯科医師会の新年会が行われまし

た。県歯執行部より酒井昭則会長，藤井龍平副会長，黒住正三副会長，大嶋敏秀専務理事にお忙しい中

ご臨席を賜りました。「現在県歯が取り組んでいる “家族の絆プロジェクト” をもっと一般に周知させ

るべく，今後も根強く広報活動に取り組んでいきましょう」との酒井会長の年頭の挨拶に始まり，食べ

て飲んで騒いでと，和気あいあいの楽しい宴となりました。最後に，次週末に行われる「吉備路お口の

健康まつり」のPRの後，お開きとなりました。お忙しい中出席していただいた先生方，本当にありが

とうございました。本年も吉備歯科医師会をよろしくお願いいたします。

（モニター　亀山達弘）

新　年　会

地区歯科医師会だより



ー 18 ー

J. ODA  vol.829     ’16-2

　平成28年１月17日㈰天満屋ハピータウン・リブ総社店において恒例の「吉備路お口の健康まつり」が

開催されました。例年どおりの「お口の健康相談」，「虫歯のできやすさチェック（RDテスト）」，「ボク

とワタシの指かたつくり（指印象）」，「きみのお口に虫歯菌はいるかな？（位相差顕微鏡）」，「スーパー

ボールすくい」に「歯医者さんになってみよう！森の歯科医師体験コーナー」として子ども達にTeCを

仮着セメントで固定してもらう企画を用意しました。今回新たに県歯が推奨している「家族の絆プロジ

ェクト」のコーナーも設けて，来場者に有事の際の歯型の記録保存がいかに重要であるかを訴えました。

また会場入口の横では「スマイルフォトコンテスト」も行われ，とびきりの笑顔の写真が来場者を出迎

えました。

　指印象は毎年記念に行っているリピーターの方も多く，無事に印象採得した子ども達は虫歯菌のチェ

ック，歯科医師体験コーナーで実技と白衣を着ての記念撮影，スーパーボールすくい，お土産コーナー

を次々と目標達成のスタンプを目指して巡り，大忙しでした。また「家族の絆プロジェクト」を総社地

区で開催するのは平成27年３月以来のことでしたが，このプロジェクトに理解を示していただいた市民

も多く，また事前に総社市の広報誌，山陽新聞，地元ケーブルテレビにてP R活動を展開したこともあ

り，56名の歯型を記録させていたくことができました。当日は肌寒い一日でしたが，会員の一致団結に

より手際よく来場者に接し，会場は大いに盛り上がりました。今回は節目の10回目でしたが，吉備技工

士会等の協力もあり，多くの地域住民の皆様に歯科公衆衛生活動を啓発することができました。今後も

「家族の絆プロジェクト」をこのような機会に積極的に行い，より多くの人に理解と協力を求めてゆき

たいと思います。最後に当日わざわざ遠方から視察に訪れていただいた先生方にこの場をお借りしてお

礼申し上げます。 （モニター　亀山達弘）

第10回吉備路お口の健康まつり

地区歯科医師会だより

　吉備歯科医師会
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　新見歯科医師会

　去る１月14日㈭にＡコープ会議室にて，第４回医療・介護多職種連携会議（在宅医療に従事する人材

育成研修会）が開かれました。

　新見市内の医療・介護ならびに市役所・保健所の関係者など約100名が参加しました。今回は「口腔

ケア」をテーマとして新見歯科医師会と岡山県歯科衛生士会が合同で講演・実践講座を執り行いました。

　先ず新見支部学術理事の池田が「要介護者・入院患者の口腔ケアについて」と題して講演を行い，そ

の後の「口腔ケア実践講座」では岡山県歯科衛生

士会から３名の講師を招き，参加者が３グループ

に分かれて「口腔ケア」のデモを行い，「口腔ケア」

に関する取り組みが話し合われました。新見歯科

医師会会員はファシリテーター役として各テーブ

ルを回ってアドバイスや質問などに対応しました。

　講演にあたり岡山県歯科医師会の「歯周病と生

活習慣病」，「健康なお口で楽しく長生き」のリー

フレットと講演の資料を配布しました。

　多職種連携会議は４年が経過して，歯科医師会が講師を務めるのは２回目になります。「口腔ケア」

という身近なテーマだったこともあって活発な意見交換が行われて，歯科医師会に対しても多くの意見

や要望，質問などが寄せられました。これらの意見を取りまとめて今後の多職種連携会議で歯科医師会

として情報提供していこうと考えています。

　今回の会議は後日，地方新聞に掲載され，地元のケーブルテレビでも放映されました。このことによ

り参加者のみならず地域に対しても「口腔ケア」についての啓発ができて，これから更に地域医療や介

護関係者との連携を推し進めていきたいと思います。

（モニター　池田　正）

医療・介護多職種連携会議に参加して

地区歯科医師会だより
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沖縄「酒と食」が好きだー！
倉敷歯科医師会	　原　潤三郎

　元来酒好きな私が泡盛に出会ったのは，今から20年ほど前の石垣島でした。世界規模のリゾートチェ

ーン・クラブメッドが石垣の川平（カビラ）にできた情報が入った時でした。以前から沖縄には年１～

２回ペースで通っていましたが，バーボンを飲みながらホテルでのんびり過ごすのが常でした。クラブ

メッドカビラへの道中で「たまには泡盛飲んでみない？」と妻（大酒家）の申し出に賛同し，請福酒造

の10年ものの古酒（くーすー）と八重山酒造の５年ものの古酒を購入しました。満天の星空に浮かぶ天

の川を渡る流れ星を見ながらホテルの芝生に寝

転がって飲んだ泡盛にすっかり魅了されました。

　その次の年，沖縄本島の最北部のオクマリゾ

ートへ行った際のことでした。リゾートの入り

口手前にあったプレハブの掘っ立て小屋みたい

なところにウチナージラー（沖縄顔）した人が

いっぱい入っているのを見つけました。なんの

騒ぎかとよく見てみると，玄関（と言っても民

家の出入り口程度）の横に「奥間食堂」の看板

発見！さっそく我々夫婦も入ってみました。ホテルでは何度か食べたことのある沖縄料理でしたが，「こ

れまではあまりピンとこなかったけど，この大衆食堂はウマイ！ひょっとすると沖縄料理って美味しい

店があるのかな」との想いから，まずは沖縄そば有名店を回り始めました。ガイドブックは「私の好き

なスバヤー物語」。この本は紹介文章の面白さもありましたが，手書きの地図がまた分かりにくい。会

員の皆様の中には「恐るべし讃岐うどん」という香川のガイドブックをご存知の方もいらっしゃると思

いますが，あの本の中の地図のわかりにくさに匹敵する不親切なものでした。まだカーナビゲーション

の普及していない時代に土地勘の全くないところで迷路のような地図を片手にそば屋（スバヤー）を探

すのは一苦労でした。御殿山（うどんやま），てんtoてん，淡水，岸本食堂，その他美味なそば屋があ

るわあるわ！と同時に料理屋も探しました。栄市場の有名店「うりずん」，日本一苦い朝食の「沖縄第

一ホテル」，宮本亜門さんのお友達の店「琉球料理　山本彩香」などなどうンまい店を多数発見しました。

泡盛と共にいただく琉球料理，ミヌダル，マース煮，ドゥル天，スルルー等々最高です。朝食によく行

く台湾の精進料理，24ｈ営業の屋台風のそば屋，ホテル内の上品な琉球料理，小粋なおかみさんの小料

理屋等々「沖縄の食文化は奥が深いなぁ」と話しながら，「次はいついく？」と夜な夜な泡盛を飲みか

わすおバカな大酒家の夫婦でありましたとさ。

次回は栗栖律子先生（倉敷歯科医師会）をご紹介します。
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 倉敷歯科医師会
 りんご歯科
 〒712-8039 倉敷市水島相生町９－18
  TEL（086）486－5711　　FAX（086）486－0767
  生年月日　　昭和47年８月７日（43歳）

  出身大学　　広島大学歯学部

経歴・職歴 平成10年３月　広島大学歯学部卒業　

 平成14年３月　岡山大学大学院歯学研究科修了

 平成14年４月　長崎大学大学院医歯薬学総合研究科文部科学教官助手

 勤務医を経て

 現在に至る

入 会 日 平成27年12月１日

趣　　味 読書・バスケットボール

抱　　負 これまでの大学病院と勤務先での経験を生かして，地域住民の皆様のご要望に応えられる

歯科医療をご提供したいと考えています。倉敷歯科医師会の活動にも積極的に参加して，

常に最新の情報を収集し，自院以外の場での歯科保健活動も行いたいです。

 まずは近隣の諸先生方に教えを乞いつつ，一歩一歩前進して行きたいと思います。

医療法人設立認可申請の提出期限及び事前相談について
　標記について，岡山県保健福祉部医療推進課長より通知がありましたので，下記の通り

お知らせいたします。

記

　平成28年度
　　　第 １ 回 申 請 書　　提出期限　　平成28年４月28日㈭
　　　事前相談用申請書　　提出期限　　平成28年２月26日㈮
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―編集長より―

　　「大津波と幽霊」

哲也　　柳田國男の「遠野物語」九九話に，明治二十九年の三陸大津波で大きな被害を受けた田の

浜という集落での出来事が語られています。ここでは一三八戸のうち一二九戸が流失し，死者が

四八三人，生存者が三二五人でした。

　この話の主人公福二（実在の人物）は聟（むこ）に行った先の田の浜で大海嘯（おおつなみ）に

遭い，妻と子を失い，生き残った二人の子供と暮らしていました。或る夏の夜，霧の出た渚近くで

男女二人と出くわします。近づくと女は正しく亡くなった妻でした。二人の後を追いかけ，妻の名

前を呼ぶと，彼女はにっこりと笑いました。男の方を見ると同じ里の者で，これも津波で亡くなっ

た人物でした。実はこの男は，福二が聟に入る前に妻と深く心を通わせていたと聞いていた男なの

でした。妻は「今はこの人と夫婦なのです」といい，福二が「子供は可愛くないのか」と問えば，

少し顔色を変えて泣くのでした。幽霊かと二人の足元を見ている間に二人は足早に立ち去り，姿を

見失ってしまいます。追いかけたものの，ふと死んだ人間だと気づき，夜明けまで道に立って考え，

朝になって帰宅しました。その後長くこのことが頭を離れず，煩い悩んだそうです。

　実は東日本大震災の津波被災地でも，多くの幽霊目撃談が語られています。ネットで見かけた話

をいくつかご紹介します。

＊震災後に再会した知人を車の後部座席に乗せて走っていたら，いつの間にか消えていた。

＊夜になると大勢の人たちが走っていく足音が聞こえる。見える人は姿も見えるらしい。

＊県警のパトカーが，４人くらいのジャンパーを着たような黒い影に職質しようとしたら消えた。

＊道路に４～５人のグループが立っていて手を振っている。停車して話を聞いてみると「自分たち

は死んでしまったんだろうか？それが分からない。家まで乗せていって貰えないだろうか？」あ

たりを見回すと，道路の脇には津波で廃車になった車の置き場があった。

＊タクシー運転手：一人の女性が近寄ってきてこう言った。

　「私は生きているのか死んでいるのか分からない。乗せてもらってもいいか？」

　乗せてしばらくして後ろを振り向くと誰もいなかった。　

＊水たまりに目玉がたくさん見えた。

＊遺体の見つかっていない肉親の霊が枕元に現われ「見つけてくれ，埋葬してくれ」と言った。

＊石巻では「幽霊の列」というのがあって，不毛な努力をなぞるかのように丘へ向かって殺到し，

津波から何度も何度も逃れようとするのだという。

＊亡くなった三歳の息子の気配がする。声をかけると動くはずがないアンパンマンのおもちゃが音

を立てて動き出した。

＊幼稚園から帰らない行方不明の息子を探し続けて１週間。疲れ果て部屋で寝ていると玄関先が妙

に明るくなった。「なんだろう？」と不思議に思っていると，程なく消防団が「遺体が見つかりま

した」と訪ねてきた。

黒
瀬
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　中にはおふざけでの作り話もあるのかもしれません。あるいは幽霊の噂話を暗示として受け入れ，

自ら作り出した幻想を信じてしまったケースも…。しかし多くはおそらくあまりにも突然大切な人

を失った人たちが，それらの死を受け入れられず，亡き人との再会を望み，あるいは自分だけ生き

残ったことを負い目に感じ，作り出した幻ではないでしょうか？単に恐怖心を引き起こす怪談話と

いうわけではなく，その多くにはどこか死者と生者の親密で穏やかな交流が感じられます。

　この現象を取り上げたテレビ「ＮＨＫスぺシャル」の中で，ある医師が語ったという言葉もネッ

ト上にありました。

　「亡くなった人でもとても大切な存在であり続けている。死者が生きている人をケアしている。彼

らは亡くなった後も，生きている人を温かく勇気づけ，元気づけている存在なんです。おそらく…」

　県歯の事業「家族の絆プロジェクト」について説明を受けたとき，その名称にはどこか違和感を

感じていました。死者と生者の間に “絆” なんてあり得るのかと。しかし幽霊目撃談に接して，死者

と生者の間にも，非対称とはいえ鎮魂や癒しを通しての “絆” と呼びうるものがあるような気もして

きました。

　　「これでいいのだ」

和英　　私は悩んでいました。日々増加し続ける体重。このままではいけない，とスポーツクラブ

に入会するもなかなか時間が取れないこと。それでいて何かと理由をつけては毎日のようにお酒を

飲んでしまう意志の弱さに。

　そんな時，私はあることを思い出し，考えてみました。

　数年前，食べたものをすべて記録し，目に見える形にして食べすぎを控えることにつなげる，と

いうダイエット法が話題になりました。しかし，現実的には食べたものをいちいち覚えていられな

い，記入をすることが面倒だ，等色々理由があったのでしょう，周りで実践した方を聞いたことは

ありませんでしたし，そのうち世の中からも忘れ去られたものとなりました。

　この方法を自分に都合よく変更し，続けやすいものにしてはどうだろうか?

　ほんのわずかでも頑張ったことだけ記録する。できるだけシンプルな方法で。

　そこで行ったことは，カレンダーを目立つところに貼り，運動を行った日（運動の中身は問わな

い）と，お酒を飲まなかった日にそれぞれ色を決めて○をつけること，そしてそれぞれ○が何個貯

まれば何かちょっとしたご褒美を設定する，というものでした。

　実施し始めてもうすぐ４カ月になろうとしていますが，年末年始の最も体重が増加しやすい時期

を挟みつつも体重は２Kg近く減った状態で安定しています。そして，健康診断の血液検査の数値が

少し改善されていました。自己流ながらここまではうまくいった方ではないでしょうか？

　ちなみに，目標達成した時のご褒美は，いつも飲んでいるお酒より，はっきりと高級なお酒を設

定していて，家族からは「飲むのを我慢して，やっぱり飲むの？へんなの～」

といわれております。

吉
田



ー 24 ー

J. ODA  vol.829     ’16-2

１．本　会

　　⑴ 診療報酬割会費（社保，国保11月診療の窓口分を含む総診療費の　　 を控除）

２．全国歯科医師国保組合

　　⑴ 収入割，均等割保険料調定額

　　⑵ 収入割保険料（平成26年支払いの窓口分を含む総診療費の　　×　　）

３．日本歯科医師会

　　⑴ 年金保険料（３月分）　　　　　　　　　　　　　　

　　⑵ 福祉共済保険料（３月分）

2.8
1000

6.5
1000

1
12

２月の収納金

12月末日現在　正会員数1,027名

◎新入会（詳細は新入会員紹介のページ）
　　尾山　正高　正会員　倉敷　P30

◎名称の変更
　　牧　　憲久　正会員　岡山市　P20
　　［新］（診）まき歯科・矯正歯科クリニック

◎診療所の移転
　　佐藤一夫　正会員　岡山市　P13
　　［新］（診） 岡山市北区田町１－６－15
 田町ハイツ１F－B

（Ｐ＝会員名簿のページ）

12月　会の動き

１日 学術部正・副委員長会

 編集委員会（集稿）

　　　　　第３回岡山県地域医療構想・包括ケアシ

ステム研究会

　　　　　本会学院　一般入試Ａ日程合否判定委員会

２日 岡山市歯科医師会忘年会

３日 理事会

 地区社保講習会［津山］

４日 本会学院　一般入試Ａ日程合格発表

５日 歯科保健優良校等表彰式

 大阪歯科大学岡山県同窓会平成27年度研

修会（社保講習会）及び懇親会

 秋季歯科医学大会講師打合せ

６日 秋季歯科医学大会

７日 地区社保講習会［倉敷］

９日 編集委員会（初校）

　　　　　医療管理部小委員会（歯科助手資格認定

講習会テキスト改訂）

 地区社保講習会［瀬戸内市］

 国民医療を守るための総決起集会［東京］

10日 理事会

　　　　　勝英歯科医師会「在宅・介護の保険請求
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に係る研修会」

 地区社保講習会［勝英］

　　　　　「国民医療を守るための国民運動」総決

起集会代表者打合会［岡山県］

　　　　　平成27年度第１回岡山産業保健総合支援

センター運営協議会

11日 四方教授と面会

12日 社保　審査・検討小委員会

 社会保険部検討委員会

 本会・関連団体役員合同懇談会

 公衆衛生伝達会

13日　　　加藤勝信政経セミナー明日の日本を語る会

14日 支払基金幹事会

 2015年岡山大学歯学部教授会忘年会

15日 会館運営・広報合同小委員会

16日 編集委員会（二校）

 医療管理部正・副委員長会

 公衆衛生部小委員会

17日 理事会

 中国四国厚生局岡山事務所と面会

18日 総務部調査事業部会小委員会

 公衆衛生部小委員会

19日　　　都窪歯科医師会忘年会兼健康フェア慰労会

20日　　　全日本ボクシング（スポーツデンティスト）

22日 編集委員会（終校）

 学術部正・副委員長会

 公衆衛生部小委員会

 岡山県医療費適正化推進協議会

 中国地方社会保険医療協議会岡山部会

24日 理事会

 県健康推進課と面会

25日 第14回岡山医療訴訟連絡協議会

２月・３月　本会の予定

２月１日 編集委員会（集稿）

　　３日 日学歯会長選挙開票立会

　　　　　医療管理部小委員会（歯科助手テキス

ト改訂）

 共済事業部会幹事会

　　４日 理事会

　　　　　平成27年度第２回岡山県へき地医療支

援会議

 第34回北方領土返還要求岡山県民大会

　　５日 本会学院　学院運営協議会

　　６日 新入会員社保研修会

 社保　審査・検討小委員会

 社会保険部検討委員会

 医療管理部正・副委員長会

 高梁歯科医師会「本会との連絡会」

　　７日　平成27年度歯科医療安全研修会（市民

会館）

　　　　　文化事業部会　レクリエーション大会

「麻雀」

　　８日 支払基金幹事会

 第２回学校保健推進協議会

　　９日　平成27･28年度「生きる力をはぐくむ

歯・口の健康づくり推進事業」第１

回地域推進委員会

　　10日 編集委員会（初校）

 共済事業部会委員会

 岡山県歯科保健対策協議会

　　11日　文化事業部会　レクリエーション大会

「ファミリースキー・スノーボード」

　　13日 岡山県警察歯科医研修会及び懇談会

　　15日　医療管理部小委員会（歯科助手テキス

ト改訂）

 岡山県保健医療計画策定協議会

　　16日　日本学校歯科医会平成27年度加盟団体

長会

　　17日　第３回がん診療医科歯科連携推進協議会

　　18日 理事会

 編集委員会（二校）
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２月・３月　地区歯科医師会の予定

２月４日 岡山市　三役会

 津　山　定例会

　　５日 児　島　理事会

　　　　　和　気　ブランチ「聞いてください歯

の話」伊里こども園

　　　　　和　気　県南東部地域在宅医療連携会

議

 井　原　臨時総会・新年懇親会

　　６日 岡山市　津山・倉敷合同社保委員会

 高　梁　県執行部との連絡会

　　９日 玉　島　理事会

　　10日 玉野市　理事会

 新　見　理事会

　　11日　倉　敷　第３回障害者歯科診療（実習

付）トレーニングセミナー

　　　　　吉　備　「そうじゃ健康フェスティバル」

　　12日 岡山市　理事会

 玉野市　学術研修会

　　14日 倉　敷　介護保険セミナー

　　17日 真　庭　理事会

　　18日　岡山市　障がい者（児）歯科治療臨床

実習

 勝　英　定例会

　　19日 倉　敷　理事会

 都　窪　定例会・社保講習会

 玉野市　学術研修会

　　21日 浅　口　ブランチ「里庄町健康祭り」

　　23日 津　山　理事会

　　24日 御　津　学術講演会

　　25日　岡山市　障がい者（児）歯科治療臨床

実習　

 倉　敷　臨時総会

　　26日 岡山市　理事会

　中　旬 赤　磐　理事会

　　　　

３月１日  和　気　平成27年度第２回東備地域医

療連携推進検討会議

　　２日 岡山市　監事会

　　３日 岡山市　三役会

 津　山　定例会・臨時総会

　　　　　倉　敷　第３回障害者歯科診療（実習

付）トレーニングセミナー

 玉　島　理事会

　　４日 児　島　理事会

　　19日 本会学院　臨時教務会議

　　22日 編集委員会（終校）

　　23日　岡山県地域医療構想・包括ケアシステ

ム研究会

　　24日 中国地方社会保険医療協議会岡山部会

　　25日　平成27年度第２回中規模県歯科医師会

連合会

　　26日 第121回都道府県会長会議

　　27日 予算・決算特別委員会，監事会

 認知症対応力向上研修伝達講習会

３月１日 編集委員会

　　３日 理事会（集稿）

　　10日 理事会

 編集委員会（初校）

　　16日 医療管理部　正・副委員長会

　　17日 理事会

 編集委員会（二校）

　　24日 理事会

 編集委員会（終校）

　　27日 第171回臨時代議員会

　　31日 理事会
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 都　窪　理事会

　　５日 岡山市　技工学院卒業式

　　６日　倉　敷　女性会員親睦会，医師会・歯

科医師会合同ゴルフ大会

　　８日 新　見　理事会

　　９日 玉野市　理事会

　　10日　岡山市　障がい者（児）歯科治療臨床

実習

　　　　　倉　敷　第３回障害者歯科診療（実習

付）トレーニングセミナー

　　11日 岡山市　理事会

　　17日　倉　敷　第３回障害者歯科診療（実習

付）トレーニングセミナー

　　　　　和　気　県南東部地域医療構想調整会

議

　　23日 岡山市　臨時代議員会

　　24日　岡山市　障がい者（児）歯科治療臨床

実習

　　25日 岡山市　理事会

 倉　敷　理事会

 玉　島　臨時総会

　　27日 和　気　社保講習会（予定）

　　29日 岡山市　診療報酬改定社保講習会

 児　島　総会

 都　窪　臨時総会および社保セミナー

 小　田　診療報酬改定前講習会

　　30日 岡山市　診療報酬改定社保講習会

 御　津　社保講習会

 津　山　理事会

 玉　島　社保講習会

　下　旬 赤　磐　総会・社保講習会

　未　定 吉　備　社保講習会

 真　庭　社保講習会

岡山県禁煙支援フォーラムの参加者募集について（ご案内）
　喫煙率を減少させるためには，医療関係者による喫煙者への支援はもとより，行政，医療，
教育，企業等のそれぞれの関係機関での取り組みが重要です。
　そのため，岡山県では禁煙についての相談・支援にあたる幅広い関係者に参加していただき，
禁煙支援についての基本的な知識や理解を深め，さらなる活動を促進することを目的としてフ
ォーラムを開催します。

　　日　　時 平成28年３月13日㈰　13：00 ～ 16：30　
　　会　　場 きらめきプラザ　３階大会議室（301号室）（岡山市北区南方2-13-1）
　　対 象 者 県内の禁煙相談実務担当者及び禁煙支援業務に従事している者　
 （医療関係者，行政担当者，教育担当者，企業の衛生管理者等）約200名
　　主　　催 岡山県
　　後　　援 岡山県禁煙問題協議会
　　申込方法 ＦＡＸ，電子メールにて，２月26日㈮ までにお申込みください。
 ただし定員となり次第締め切らせていただきますのでご了承ください。
 （申込書：岡山県禁煙支援フォーラムＨＰ→検索）
　　問合せ先 岡山県保健福祉部健康推進課健康づくり班
　　（申込み） 電　話：０８６－２２６－７３２８（直通）
 F A X：０８６－２２５－７２８３
 E-mail： kensui@pref.okayama.lg.jp
　　そ の 他 会場に駐車場はございません。公共交通機関を御利用ください。
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